
　市内小学校２年生～中学校１年生を対象
として、『とみの国』検定を年３回実施して
います。
　この検定は、小学校で学習した内容（漢字・
計算）を繰り返し学習し、学習の習慣化と
基礎学力の到達点を設けることで、児童・
生徒の達成感の獲得をねらいとして実施し
ています。また、個々の基礎学力をとらえ、
個別に支援を必要とする児童・生徒を把握
し、指導改善を図っています。

　児童・生徒、保護者の皆さんへ

　２学期には平成 28 年
度第２回の検定が実施
されます。合格に向けて、
この夏休み中にしっかり
学習しましょう。家庭で
も応援をお願いします。

　なお、検定日と再受検日については、学
校を通じて配付してあります。
問学校教育課指導班 　 （93）７６５９

『とみの国』検定を
　　実施しています

「家庭で育て、学校で伸ばし、

　　　社会で磨く教育」の推進のため

　
平
成
28
年
度
富
里
市
職
員
採
用
試
験
「
消
防
・
保
育
士
・
保
健
師
」

　
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

行
政
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
１
次
試
験

（
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試
験
）

　
日
程
…
９
月
18
日
（
日
）

　
場
所
…
佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校

　
　
　
　

＜

佐
倉
市
城
内
町＞

■
２
次
試
験　

　
１
次
試
験
合
格
者
の
み
実
施

■
３
次
試
験
（
予
定
）　

　
２
次
試
験
合
格
者
の
み
実
施

■
職
種
・
募
集
人
員

○
消
防　
　
３
人
程
度

○
保
育
士　
若
干
名

○
保
健
師　
若
干
名

■
受
験
資
格

▼
消
防
（
救
急
救
命
士
を
含
む
）

○
昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
（
救
急
救
命
士
有
資
格
者
・
資

　
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

○
学
歴
不
問

▼
保
育
士

○
昭
和
56
年
４
月
２
日
～
平
成
９
年

　
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

　
保
育
士
の
登
録
を
受
け
、
幼
稚

　
園
教
諭
の
免
許
を
有
す
る
人（
※
）

○
国
籍
不
問

▼
保
健
師

○
昭
和
51
年
４
月
２
日
～
平
成
８

　
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す

　
る
人
（
※
）

○
国
籍
不
問

※
平
成
29
年
春
季
ま
で
に
資
格
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
（
資
格
が

取
得
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
採

用
を
取
り
消
し
ま
す
。）

■
申
込
書
配
布

　
総
務
課
窓
口
で
配
布
、
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

■
申
込
み　
８
月
12
日
（
金
）
ま

で
に
総
務
課
人
事
給
与
班
へ
提
出

（
郵
送
可
、
12
日
の
消
印
有
効
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
合
格
発
表

　
全
て
の
受
験
者
に
結
果
を
通
知

　
勤
務
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■
資
格　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

の
資
格
を
有
す
る
人
（
保
育
士
資

格
の
み
も
可
）

■
職
務
内
容　
園
児
の
保
育
（
通

常
保
育・時
間
外
保
育・土
曜
保
育
）

■
職
務
内
容
・
勤
務
時
間

▼
通
常
保
育
・
時
間
外
保
育

○
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
15
分

　
の
間
で
７
時
間
45
分
（
休
憩
１

　
時
間
）

○
月
～
土
曜
日
の
間
で
５
日
間

▼
土
曜
保
育

　
午
前
７
時
～
午
後
３
時
15
分

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
提
出
書
類

○
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、写
真
を
貼
付
）

○
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
資
格
の

　
写
し
（
両
資
格
取
得
見
込
み
、

　
保
育
士
資
格
の
み
も
可
）

■
賃
金　
時
給
１
、０
６
０
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

■
そ
の
他　
保
険
・
休
暇
は
市
の

規
則
に
基
づ
き
適
用
・
付
与

問
・
申
込
先　
葉
山
保
育
園

　

（
93
）
１
２
１
５

葉
山
保
育
園

臨
時
保
育
士
を
募
集

■
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
場
合

　
ラ
イ
タ
ー
は
着
火
レ
バ
ー
を
押

し
た
ま
ま
、
レ
バ
ー
が
戻
ら
な
い

よ
う
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
や
輪
ゴ

ム
で
固
定
し
、
火
が
付
い
た
ら
吹

き
消
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
状
態
で
２
時
間
以
上
た
っ

て
、
火
が
付
か
な
い
よ
う
で
あ
れ

ば
ガ
ス
抜
き
は
完
了
で
す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
間
ラ
イ
タ
ー
は

放
置
せ
ず
、
引
火
し
な
い
よ
う
十

分
に
監
視
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　※

ガ
ス
を
抜
く
と
き
は
、
必
ず
火

気
の
な
い
風
通
し
の
良
い
屋
外
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
草
や
葉
に
つ
い
て
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

際
は
、
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
黒
色

以
外
）
に
入
れ
て
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
お
手
数
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、

環
境
美
化
向
上
の

た
め
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

（
93
）
４
５
２
９

ス
プ
レ
ー
缶
や

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は

ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら

ご
み
出
し
を

よ
り
良
い
ご
み
処
理
と
環
境
の
た
め
に

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　

 

お
願
い

草
や
葉
は

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て

搬
入
を

　
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス

プ
レ
ー
缶
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

を
ご
み
と
し
て
出
す
と
き
に
、
ガ

ス
が
残
っ
て
い
る
と
、
ご
み
収
集

車
の
中
で
発
火
し
、
車
両
火
災
や

ご
み
処
理
施
設
で
火
災
に
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
使
い
切
る
か
、
ガ
ス
を
完
全
に

抜
い
て
か
ら
、
ご
み
出
し
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
収
集
区
分
は
「
不
燃
ご

み
」
と
な
り
ま
す
。

※
過
去
に
、
成
田
富
里
い
ず
み
清

掃
工
場
ご
み
ピ
ッ
ト
内
で
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
重
大
な
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
の
抜
き
方

■
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や　

ス
プ
レ
ー
缶
の
場
合

　
家
庭
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス

プ
レ
ー
缶
は
、
布
き
れ
な
ど
に
吹

き
付
け
る
な
ど
し
て
、
ガ
ス
を
全

て
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

　
穴
を
空
け
る
場
合
は
、
中
身
を

し
っ
か
り
抜
い
た
あ
と
で
な
い
と

破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

変
更
案
の
概
要
の
縦
覧

■
変
更
案
の
概
要
の
種
類

▼
用
途
地
域

○
七
栄
東
二
本
榎
地
先
、
東
内
野

　
地
先
と
獅
子
穴
地
先
の
各
一
部

　
（
２
地
区
）

○
七
栄
古
込
地
先
の
一
部（
１
地
区
）

○
日
吉
台
沿
道
地
先
（
２
地
区
）

▼
地
区
計
画

○
七
栄
北
新
木
戸
地
区

■
縦
覧
期
間
・
時
間

　
８
月
２
日
（
火
）
～
16
日
（
火
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所

　
都
市
計
画
課
窓
口

■
意
見
書
の
提
出

　
地
区
計
画
の
変
更
案
は
、
縦
覧

期
間
の
満
了
日
か
ら
１
週
間
ま
で

の
間
に
意
見
書
（
任
意
様
式
）
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
聴
会
の
開
催

　
用
途
地
域
の
変
更
は
、
今
後
変

更
案
を
作
成
す
る
た
め
に
、
広
く

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
公
述
の
申
出
者
が
い
な

い
場
合
は
、公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

■
日
時

　
９
月
４
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

■
場
所

　
中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

■
公
述
の
申
し
出

▼
公
述
人
の
資
格

　
成
田
都
市
計
画
区
域
内
（
成
田

市
・
栄
町
・
富
里
市
）
に
住
所
の

あ
る
人
、
ま
た
は
利
害
関
係
者

▼
公
述
申
出
書
の
提
出
期
間

　
８
月
２
日
（
火
）
～
16
日
（
火
）

▼
申
し
出
方
法

　
公
述
申
出
書
（
※
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
意
見
の
要
旨
を
添

え
て
、
市
長
宛
て
に
提
出

　
申
出
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
公
述
人
を
選
定
し
、
結

果
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

※
都
市
計
画
課
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

▼
提
出
先

　
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
（
16
日

消
印
有
効
）

■
公
聴
会
の
傍
聴

　
直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
の
入
場
の
た
め
、
満
員

の
場
合
は
入
場
を
制
限
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　
公
述
さ
れ
た
意
見
の
要
旨
と
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
・
申
込
先　
総
務
課
人
事
給
与
班

　

（
93
）
１
１
１
３

　

〒
２
８
６

－

０
２
９
２
（
住
所
不
要
）

　

市
で
は
、
都
市
計
画
で
定
め
る
用
途
地
域
と
地
区
計
画
の
内
容
に

つ
い
て
変
更
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
変
更
に
関
す
る
案
の
概
要

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

問
・
申
出
先　
都
市
計
画
課
計
画
班

　

（
93
）
５
１
４
７

　
都
市
計
画
（
用
途
地
域
・
地
区
計
画
）
の

　
変
更
案
の
概
要
を
縦
覧
し
ま
す

4


